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Fig. 2  Glycerol Electrospray 

Fig. 1  Scheme of the Ion Source 

高分子の SIMS 分析に向けた 

エレクトロスプレーイオン源の開発 
Development of the Electrospray Ion Source for Organic SIMS  
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1. はじめに 

近年、医療や創薬研究などの発達により高分子を質量分析する技術の需要が高まって

いる。高分子の質量分析法の一つとして二次イオン質量分析法 (Secondary Ion Mass 

Spectrometry, SIMS)が挙げられる。SIMS の一次イオンにアルゴンガスクラスターなどのクラスタ

ーイオンを用いることで、分子結合をあまり壊さずに有機物を分析することが可能となった[1]。し

かし、アルゴンガスクラスターを用いた場合でも 1kDa 以上の高分子に関しては検出感度が低下

してしまう。一方で、エレクトロスプレー化により生成されたグリセロールクラスターを試

料に照射させることで、10kDa 程の高分子もソフトにイオン化されることが報告された[2]。

このことから、エレクトロスプレーによって生成したグリセロールクラスターを SIMSに用い

ることで、高分子を高感度で分析することが可能になると期待される。そこで、本研究ではグリセロ

ールクラスターのイオン源を開発した。 

2. 実験と結果 

  今回開発したイオン源の概略図を図 1に示す。シリンジを用いてグリセロールを送液し、キャピ

ラリーと引出電極に電圧を印加し、グリセロールスプレーを試料に照射する。エレクトロスプレーを

生成するためには、溶液の表面張力が小さく、電気伝導度が大きい必要がある。そのため、グリ

セロールには酢酸アンモニウムを 1.5Mの濃度で溶解させた。 

この溶液を用い、キャピラリーに電圧を印加することによりスプレーが安定的に生成することが

できた。大気中と真空中でのスプレーの様子を図 2 に示す。真空中では気体分子との衝突の影

響が小さいため、大気中に比べてスプレーの広がりが小さくなることが確認された。 次に、真空

中においてエレクトロスプレーを PMMA に照射し、スパッタする実験を行った。キャピラリー電圧

が 7kV の時にはスパッタグされなかったが、12kV 印加することにより PMMA がスパッタされたこ

とが確認された。このことから、今回開発したエレクトロスプレーイオン源が SIMSに適応可能であ

ると考えられる。 
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